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孫
が
あ
る
大
学

を
受
験
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
大
学
で
は
学

力
試
験
や
学
校
推

薦
な
ど
自
分
に
合
っ
た
入
試

方
法
を
選
択
で
き
ま
す
が
、

孫
は
総
合
型
選
抜
方
式
を
選

び
ま
し
た
。
こ
の
方
式
は
大

学
と
受
験
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ

と
も
呼
ば
れ
、
大
学
が
求
め

る
人
物
像
に
受
験
生
が
あ
て

は
ま
る
か
ど
う
か
で
合
否
が

き
ま
り
ま
す
▼
大
学
側
は
ま

ず
志
望
動
機
と
作
文
を
事
前

に
提
出
さ
せ
、
個
別
面
談
で

審
査
し
ま
す
。
作
文
の
テ
ー

マ
は
「
持
続
可
能
な
生
活
を

送
る
上
で
一
番
問
題
だ
と
思

う
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
に
つ

い
て
行
っ
て
い
る
こ
と
、
こ

れ
か
ら
取
り
組
み
た
い
こ
と

を
記
述
せ
よ
」と
い
う
も
の
。

自
分
自
身
で
問
題
を
設
定

し
、
自
分
が
ど
う
し
よ
う
と

す
る
の
か
を
掘
り
下
げ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
▼
作
文
に
と

り
く
む
過
程
は
、
高
校
な
ど

の
学
校
教
育
で
注
目
を
集
め

て
い
る
「
探
求
学
習
」
と
同

じ
で
す
。
こ
の
入
試
に
挑
む

こ
と
は
、情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
、

思
考
力
、判
断
力
、表
現
力
、

主
体
性
な
ど
、
生
き
る
ち
か

ら
に
磨
き
を
か
け
る
機
会
に

な
る
で
し
ょ
う
。
大
学
に
と

っ
て
は
、
少
子
化
の
も
と
で

意
欲
あ
る
学
生
を
確
保
す
る

競
争
戦
略
の
ひ
と
つ
で
し
ょ

う
が
、
受
験
生
へ
の
教
育
効

果
は
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
孫
に

は
こ
の
受
験
を
楽
し
ん
で
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

編
集
委
員　

木
下 

隆
成

青い空

絵
手
紙

大
師
中
央
支
部 

エ
ン
ゼ
ル
班　

田
中 

え
み
子

　
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で　

防
災
の
ま
ち
づ
く
り
を
」
テ
ー
マ
に
９
月
26
日
、「
第
26
回　

川
崎
医
療
生
協　

組
合
員
活
動
交
流
集
会
」（
同
会
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
高
津
区
の
高
津

市
民
館
で
開
か
れ
１
７
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
演
や
分
科
会
の
あ
と
毎
年
恒
例
の
「
熟
年

成
人
式
」
が
行
わ
れ
、
還
暦
か
ら
20
年
た
っ
た
組
合
員
の
中
で
、
川
崎
医
療
生
協
の
新
聞
の
配

付
者
や
「
班
」
の
班
長
、
支
部
運
営
委
員
を
担
う
人
１
３
４
人
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
集
会
の
最
初
の
講
演
で
は

「
能
登
半
島
地
震
―
友
の
会
と

民
医
連
事
業
所
の
と
り
く
み
か

ら
」
と
題
し
、
石
川
県
健
康
友

の
会
連
合
会
の
佐
々
木
均
事
務

局
長
が
能
登
半
島
地
震
の
被
害

の
現
状
と
復
旧
に
向
け
た
石
川

民
医
連
の
と
り
く
み
と
、
大
会

数
日
前
に
起
き
た
「
奥
能
登
豪

雨
」
の
被
害
状
況
と
対
策
を
話

し
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は「
能

登
半
島
地
震
災
害
時
に
、
石
川

民
医
連
の
職
員
や
組
合
員
が
、

自
ら
の
家
族
も
被
災
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
の

人
々
の
た
め
に
奮
闘
す
る
姿

に
、
頭
が
下
が
り
、
自
分
た
ち

の
決
意
を
新
た
に
し
た
」
と
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
川
崎
市
役
所
危
機

管
理
本
部
の
小
林
奈
穂
子
係
長

が
、
川
崎
市
の
防
災
対
策
や
住

民
が
日
頃
か
ら
備
え
て
お
き
た

い
こ
と
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し

た
。４

つ
の
分
科
会

　

講
演
の
後
は
、「
防
災
の
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
る
」「
医
療

生
協
の
平
和
活
動
」「
つ
な
が

り
づ
く
り
（
支
部
活
動
交
流
）」

「
手
芸
教
室・ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ
」

の
４
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、

学
習
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
熟
年
成
人
式
」
は
、
今
年

１
３
４
人
が
対
象
に
な
り
、
そ

の
う
ち
21
人
が
当
日
会
場
に
参

列
。
川
崎
医
療
生
協
の
星
野
俊

〜
熟
年
成
人
式
で
は
１
３
４
人
に
感
謝
状
〜

組
合
員
活
動
交
流
集
会

川
崎
医
療
生
協

第26回

は
初
め
て
で
、
ゆ
っ
く
り
と
作

品
が
見
ら
れ
、
組
合
員
の
活
動

を
知
っ
て
も
ら
う
よ
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。

●小山美枝子（多摩区） 
「よく食べて良く寝ること」
●北川照子（多摩区） 
「歩くこと　毎日6000歩く」
●町井弘明（多摩区） 
「キョウヨウとキョウイク（今日、用が
ある　今日行く所がある）を大事にし
ている。うちの中にいないで出歩く。
そして平和活動をする環境運動をす
ること」

●竹内勝（高津区） 
「健康診断をきちんとやる　1ヵ月に
1回は診察にかかり、先生の助言をも
らう。全部守るのは大変なので、半
分くらいは守るようにする」

●天野久美子（高津区） 
「太らないように健康管理をすること」
●小林雅子（高津区） 
「家にこもらないで、人とよくおしゃべ
りすること」

●廣瀬和子（宮前区） 
「1日1時間読書をし、10回笑い、100
回深呼吸して、1000文字書いて、
8000歩くことを目標。今でも薬は飲
んでいない。健康診断に年に1回行く」

●小石和子（宮前区） 
「笑顔と好奇心。『おかしいなぁ』と
思ったことは、周りに聞いて勉強する」

人と人との
　つながりで
　　防災の
 まちづくりを

●都丸茂信（宮前区） 
「力いっぱい生きること」
●渡邊陸男（宮前区） 
「毎日動くこと」

●柴田勇作（宮前区） 
「山の仲間、スキーの仲間、合唱の仲
間とお付き合いすること。最近は沖
縄の山に登った」

●石黒勝美（宮前区） 
「朝起きたらラジオ体操。1日1万歩
歩く」

●伊藤良久（中原区） 
「歌を歌う。卓球をやる。笑うこと。
週に1度ちょこっと日本酒を飲む」

●竹田王江（川崎区） 
「80歳まで生きられてきたことに感謝
しながら生きている」

●奈良克己（中原区） 
「テレビとけんかすること」
●佐野セイ（川崎区） 
「みんなと医療生協の活動にとりくみ、
人を大事にすること。現在、支部運営
委員など、みんな高齢化しているので、
若い人にも参加してほしいと思い、診
療所の職員と訪問行動をしている」

●櫻井辰雄（幸区） 
「高校野球の監督を30年やっていた。
今でもバットを振っている」

●澤本満子（宮前区） 
「よく食べてよく休むこと」
●緩
ユル
鹿
カ
礼
レイ
子
コ
（宮前区） 

「家のことをして、熟睡する」
●須永由紀子（宮前区） 
「川崎医療生協の新聞を配ること。
8件配っている」

●井田高一郎（宮前区） 
「毎日いろんなことに感謝して、犬の
シベリアンハスキーのリコ君の散歩
を欠かさず1時間歩く」

平
専
務
か
ら
感
謝
状
と
副
賞
の

紅
白
饅
頭
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た

（
写
真
下
）。

　

大
会
に
先
立
ち
９
月
20
日
か

ら
25
日
ま
で
は
、
高
津
市
民
館

の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
組
合
員

の
作
品
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
作
品
展

▲たかつ支部の写真や切り絵

▲藤崎北支部のペーパークラフト

““熟年成人熟年成人”” 2121人人にききましたにききました
Q 健康の秘訣は?

運動とコミュニケーション?

今年のテーマ

組合員の作品展

防災の分科会手芸の分科会

防災の講演に耳を傾ける組合員
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　介護と福祉を身近なもの
に感じてもらえる「介護福
祉フェスかわさき」（同名実
行委員会主催）は、今年で６
回目を迎えます。今年も、医
療介護の無料相談や身近な
問題の相続、葬儀の紹介や、健康チェック、無料マッサージコーナー、
介護保険のサービスを紹介する展示、お子さんと一緒に楽しめるク
ラフト・あそびコーナーなど盛りだくさんです。メインステージでは
キッズダンスや医療講演、川崎出身バンドの演奏があります。
　ご家族でぜひお越しください。

原
を
認
識
す
る
キ
メ
ラ
抗
原
受

容
体（
Ｃ
Ａ
Ｒ
）が
装
備
さ
れ
、

が
ん
細
胞
を
よ
り
効
果
的
に
攻

撃
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｃ
Ａ
Ｒ
―
Ｔ
細
胞
療
法
は
特
に

血
液
が
ん
（
急
性
リ
ン
パ
性
白

血
病
や
非
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫

な
ど
）
で
高
い
効
果
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
固
形
が
ん
に

対
す
る
効
果
や
副
作
用
の
問
題

☎044‒533‒1223 ☎044‒820‒0331☎044‒355‒6395

☎044‒287‒7510 ☎044‒299‒4780 ☎044‒266‒5759

藤沢市藤沢 854―11
☎  0466‒52‒6950

　

が
ん
の
治
療
に
は
、
手
術
・

抗
が
ん
剤
療
法
・
免
疫
療
法
・

放
射
線
療
法
な
ど
が
あ
り
ま

す
。治
療
方
法
は
が
ん
の
種
類
、

進
行
の
程
度
に
よ
っ
て
選
択
さ

れ
ま
す
。
今
回
は
白
血
病
の
新

し
い
治
療
法
、
カ
ー
テ
ィ
細
胞

療
法
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
こ

の
治
療
方
法
は
、
患
者
自
身
の

免
疫
を
つ
か
さ
ど
る
Ｔ
細
胞
を

い
わ
ば
修
理
す
る
治
療
法
で

す
。Ｔ
細
胞（
Ｔ
リ
ン
パ
球
）は
、

免
疫
系
で
最
も
重
要
な
細
胞
の

一
つ
で
、
が
ん
細
胞
を
直
接
退

治
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
患
者
か
ら
取
り
出
し
て

製
薬
会
社
に
送
り
、
が
ん
細
胞

を
攻
撃
す
る
よ
う
に
遺
伝
子
改

変
し
て
患
者
の
体
内
に
再
注
入

し
ま
す
。

　

今
回
も
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に

聞
い
て
み
ま
し
た
。「
カ
ー
テ

ィ
細
胞
に
つ
い
て
教
え
て
５
０

０
字
く
ら
い
で
？
」

　
『
Ｃ
Ａ
Ｒ
―
Ｔ
細
胞
（
Ｃ
ｈ

ｉ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ　

Ａ
ｎ
ｔ
ｉ
ｇ

ｅ
ｎ　

Ｒ
ｅ
ｃ
ｅ
ｐ
ｔ
ｏ
ｒ　

Ｔ
細
胞
）
は
、
遺
伝
子
工
学
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
Ｔ
細
胞
の
一

種
で
、
が
ん
治
療
に
用
い
ら
れ

る
先
進
的
な
免
疫
療
法
で
す
。

通
常
、
Ｔ
細
胞
は
体
内
で
異
常

な
細
胞
を
認
識
し
て
攻
撃
し
ま

す
が
、
が
ん
細
胞
は
こ
れ
を
回

避
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｃ
Ａ
Ｒ
―

Ｔ
細
胞
療
法
で
は
、
患
者
自
身

の
Ｔ
細
胞
を
採
取
し
、
が
ん
細

胞
を
特
異
的
に
認
識
で
き
る
よ

う
に
遺
伝
子
操
作
を
行
い
ま

す
。
こ
の
操
作
に
よ
り
、
Ｔ
細

胞
に
は
が
ん
細
胞
に
特
有
の
抗

も
あ
り
、
現
在
も
研
究
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
主
な
副
作
用

と
し
て
は
、
細
胞
因
子
放
出
症

候
群
（
Ｃ
Ｒ
Ｓ
）
や
神
経
毒
性

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
の

管
理
が
重
要
で
す
。
こ
の
療

法
は
、
一
部
の
が
ん
患
者
に

と
っ
て
は
画
期
的
な
治
療
法

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
高
額
な
費
用
や
適
応
範

囲
の
限
界
も
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
の
技
術
進
展

に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
が

ん
種
に
応
用
で
き
る
可
能
性

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。』

　

２
０
１
９
年
５
月
に
商
品

名
キ
ム
リ
ア
と
い
う
カ
ー
テ
ィ

療
法
が
一
部
の
白
血
病
に
保
険

適
応
さ
れ
ま
し
た
が
、
薬
価
は

１
回
の
治
療
で
３
３
４
９
万
円

（
現
在
は
３
２
６
４
万
円
）で
す
。

人間修理の医学③カーティ細胞療法第47回 人間修理の医学③カ テ 細胞療法
生命科学の歴史 人間の過去・現在・未来

協同ふじさきクリニック　所長　桑島 政臣

　

川
崎
医
療
生
協
は
昨
年
３
月

に
保
健
予
防
事
業
部
を
設
置

し
、
川
崎
市
内
に
限
ら
ず
営
業

に
ま
わ
り
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
を

出
し
て
出
張
健
診
な
ど
を
行

い
、
健
診
受
診
者
を
増
や
し
て

き
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
度
の

健
康
診
断
収
益
は
２
０
２
２
年

比
１
０
８
・
５
％
と
な
り
、
２

０
２
４
年
度
の
健
康
診
断
収
益

は
前
年
度
比
１
１
２
・
４
％
ま

で
増
や
す
計
画
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
入
り
、
組
合
員
を

中
心
に
、
女
性
だ
け
の
出
張
が

ん
検
診
や
、
平
日
働
く
人
が
休

み
の
日
に
健
康
診
断
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
日
曜
健
診
の
回
数

も
増
や
し
ま
し
た
。

  

誰
に
で
も
優
し
く

　

新
し
く
で
き
る
健
康
診
断
施

設
の
テ
ー
マ
は
「
誰
に
で
も
優

し
い
健
診
施
設　

誰
に
で
も
優

し
い
健
診
運
営
」
で
す
。
施
設

内
に
は
、
女
性
専
用
の
待
合
ホ

ー
ル
を
設
け
、
女
性
が
検
査
着

を
着
た
状
態
で
も
安
心
し
て
待

っ
て
い
ら
れ
る
待
合
室
を
作
り

ま
す
。ま
た
、「
誰
で
も
ト
イ
レ
」

や
「
誰
で
も
更
衣
室
」
な
ど
を

設
置
し
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
の
人
も

受
け
や
す
い
健
康
診
断
施
設
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
の
健
康
診
断
を

受
診
で
き
る
ほ
か
、
肺
が
ん
や

大
腸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
、
子

宮
が
ん
検
診
も
受
診
で
き
、
人

間
ド
ッ
ク
も
受
診
可
能
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
健
康
診
断
を
受
け

入
れ
て
、
最
大
で
平
日
の
半
日

で
80
人
、
休
日
の
半
日
で
１
５

０
人
が
受
け
ら
れ
る
施
設
に
な

り
ま
す
。

　

民
間
の
医
療
機
関
が
健
康
診
断
事
業
の
拡
大
を
す
す
め
て
き
て
い
る
な
か
、
健
康
診
断
に
力
を

入
れ
て
き
た
川
崎
医
療
生
協
は
、
高
齢
者
や
女
性
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
の
人
も
か
か
り
や
す
い
健
康

診
断
事
業
を
す
す
め
、
来
年
の
２
月
ご
ろ
め
ど
に
、
健
康
診
断
専
用
の
施
設
を
協
同
ふ
じ
さ
き
ク

リ
ニ
ッ
ク
４
階
に
開
設
し
ま
す
。
川
崎
医
療
生
協
は
、
昨
年
か
ら
地
域
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
、
健
康
診
断
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

健
康
診
断
施
設

健
康
診
断
施
設
が

新
た
に
オ
ー
プ
ン
！

オ
ー
プ
ン
！

協
同
ふ
じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
４
階　

来
年
２
月
ご
ろ
開
設
予
定

カーティ細胞治療の流れ
（TechnoProducer㈱ＨＰより）

昨年のフェスの様子

内
視
鏡
検
査

トイレ トイレ女
性
専
用

待
合
ホ
ー
ル

待合ホール

待
合
室

保健
指導

誰でも
トイレ

誰でも
更衣室

超音波検査

更衣室 1更衣室 2

採
血
室

職

員

通

路

職 員 通 路

一般
撮影室

心

電

図

診
察
室

待
合
ス
ペ
ー
ス

身長
体重
腹囲
視力
問診
血圧

スタッフルーム

受
付
入
口

日時：１１月１７日（日）
　　　　午前１０時半～午後３時半
場所：川崎市教育文化会館
　　　　１階イベントホール、１階大会議室
問い合わせは
　川崎医療生協　介護福祉事業部
　山口事務課長
　電話０８０－４８３６－８０５７

今年も開催！！今年も開催！！介護福
祉フェス かわさき介護福
祉フェスかわさき
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★ ★さつまいもとくるみの
ヨーグルトサラダ

　

司
法
は
公
平
に
迅
速
に
再

審
を
進
め
な
か
っ
た
責
任
を

ど
う
と
る
の
か
。
無
罪
判
決

を
真
摯
に
受
け
入
れ
な
い
検

察
の
傲
慢
は
許
さ
れ
る
か
。

　

９
月
26
日
、
静
岡
地
方
裁

判
所
は
「
袴
田
事
件
」
の
再

審
の
判
決
で
、
袴
田
巌
さ
ん

（
88
）
に
無
罪
を
言
い
渡
し

た
。
１
９
６
６
年
６
月
、
静

岡
県
清
水
市
（
現
静
岡
市
清

水
区
）
で
一
家
四
人
が
殺
害

さ
れ
た
こ
の
事
件
で
、
強
盗

殺
人
な
ど
の
容
疑
で
袴
田
さ

ん
が
逮
捕
さ
れ
て
か
ら
58
年

余
、
死
刑
が
確
定
し
て
か
ら

約
44
年
、
よ
う
や
く
無
実
の

訴
え
が
認
め
ら
れ
た
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
に
時
間
が
か

か
っ
た
の
か
。
真
実
を
見
極

コ
ラ
ム

時
の
風

断
罪
さ
れ
る
司
法
、
検
察

め
る
の
に
こ
れ
だ
け
の
時
間

が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
わ
け

で
は
全
く
な
い
。
再
審
に
関

す
る
法
律
が
未
整
備
な
こ
と

も
あ
る
が
、
被
告
の
人
権
を

配
慮
せ
ず
、
審
理
に
異
常
と

も
い
え
る
時
間
を
か
け
た
裁

判
所
の
怠
慢
と
、
同
じ
く
裁

判
を
長
引
か
せ
た
検
察
の
傲

慢
な
対
応
が
そ
の
理
由
だ
。

　

今
回
の
判
決
で
は
、
有
罪

の
決
め
手
と
さ
れ
た
犯
行
時

に
使
わ
れ
た
と
さ
れ
る
５
点

の
衣
類
は
犯
行
着
衣
で
は
な

い
、
５
点
の
衣
類
を
含
む
３

つ
の
証
拠
は
捜
査
機
関
に
よ

っ
て
ね
つ
造
さ
れ
た
、
な
ど

と
し
て
袴
田
さ
ん
は
犯
人
と

は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
。

　

犯
行
時
の
着
衣
の
件
は
、

再
審
前
の
原
裁
判
か
ら
問
題

に
な
っ
て
き
た
こ
と
の
一
つ

で
あ
る
。
ま
た
、
再
審
で
は

新
た
な
証
拠
が
登
場
し
た
訳

で
も
な
い
。
つ
ま
り
、
裁
判

所
が
ど
う
判
断
す
る
か
に
か

か
っ
て
い
た
わ
け
で
、
い
い

換
え
れ
ば
も
っ
と
早
い
段
階

で
無
罪
判
決
が
出
て
も
妥
当

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

こ
の
事
件
は
、
当
初
か
ら

袴
田
さ
ん
が
無
実
だ
と
い
う

可
能
性
を
示
す
証
拠
は
い
く

つ
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
袴
田

さ
ん
は
長
時
間
に
わ
た
る
過

酷
な
取
り
調
べ
の
な
か
で
犯

行
を
自
白
す
る
が
、
裁
判
開

始
後
は
犯
行
を
否
定
し
た
。

つ
ま
り
「
１
０
０
％
黒
」
と

い
う
根
拠
は
な
く
、
検
察
は

死
刑
を
求
刑
し
、
一
審
の
静

岡
地
裁
の
判
決
で
は
裁
判
官

三
人
の
う
ち
一
人
は
無
罪
と

い
う
心
証
を
も
っ
て
い
た
に

人
と
考
え
て
い
る
に
等
し
い
な

ど
と
し
て
、
名
誉
毀
損
に
も
あ

た
り
か
ね
な
い
、
と
痛
烈
に
批

判
し
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
問
題
が
あ
る
。
畝

本
氏
は
、
袴
田
さ
ん
を
犯
人
で

あ
る
と
立
証
し
よ
う
と
し
た
理

由
に
つ
い
て
、「
４
人
の
命
が

犠
牲
に
な
っ
た
重
大
事
犯
に
つ

き
」
と
も
言
っ
て
い
る
が
、
天

に
唾
す
る
と
は
ま
さ
に
こ
の
こ

と
で
あ
る
。

　

こ
の
事
件
に
は
犠
牲
者
の
被

害
状
況
な
ど
か
ら
し
て
怨
恨
に

よ
る
、
暴
力
団
関
係
者
な
ど
の

犯
行
を
疑
わ
せ
る
も
の
が
当
初

か
ら
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
を

追
わ
ず
、
袴
田
さ
ん
だ
け
に
容

疑
を
絞
り
自
白
を
強
要
し
、
逮

捕
、起
訴
し
た
警
察
・
検
察
は
、

被
害
者
の
た
め
に
真
犯
人
を
取

り
逃
が
し
た
可
能
性
も
十
分
あ

る
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
る

べ
き
で
あ
る
。

（
波
）

も
か
か
わ
ら
ず
、
結
論
は
死

刑
だ
っ
た
。
い
う
な
ら
ば
、

犯
人
か
ど
う
か
は
限
り
な
く

灰
色
の
ま
ま
「
多
数
決
」
で

死
刑
判
決
は
下
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。

　

１
９
８
１
年
４
月
再
審
請

求
が
出
さ
れ
る
が
、
27
年
も

経
っ
て
棄
却
が
確
定
、
す
ぐ

さ
ま
第
二
次
再
審
請
求
が
出

さ
れ
、
さ
ら
に
15
年
を
経
て

無
罪
判
決
が
出
た
。
再
審
の

過
程
を
み
る
と
、
国
家
権
力

と
し
て
身
分
と
生
活
を
保
障

さ
れ
た
検
察
側
と
手
弁
当
で

闘
う
弁
護
側
は
、
立
場
か
ら

し
て
不
公
平
で
、
か
つ
検
察

側
は
弁
護
側
に
証
拠
を
開
示

せ
ず
、
そ
れ
を
ま
た
裁
判
所

は
認
め
て
き
た
。
階
級
の
違

う
ボ
ク
サ
ー
が
、
不
公
平
な

レ
フ
ェ
リ
ー
の
も
と
で
闘
っ

て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

　

今
回
の
判
決
に
つ
い
て
、

川崎協同病院　管理栄養士　柏木 まり

発酵食品を食べよう！⑳

からだにやさしい料理   第68回  

【材料】（２人分）
・さつまいも 200g

・くるみ（無塩・素焼きタイプ） 30g

・ヨーグルト（無糖プレーン） 60g

・マヨネーズ 大さじ1

・塩 少々

・粗びき黒胡椒（粉末でも可） 少々 １人分　294㎉   　 たんぱく質4.6g　　塩分0.3ｇ

♥ 一口メモ：さつまいもの食物繊維とヨーグルト
の乳酸菌は相性がよく、腸内環境を整える効果
がある。さつまいもをかぼちゃに変えてもおい
しい

【作り方】
❶  さつまいもを1.0～1.5㎝角に切り、10分ほど水に
さらして水気を切る

❷  ❶を耐熱容器に入れてラップし、電子レンジで軟
らかくなるまで加熱する（600ｗなら3～4分）。加
熱後は粗熱をとる

❸  くるみは包丁で粗みじんに切るか、袋に入れてめ
ん棒などで粗目に砕く

❹  ❷のさつまいもに、❸のくるみ、ヨーグルト、マ
ヨネーズ、塩、胡椒を入れてよく混ぜ、冷やして
完成

く ら し ・ 社 会

畝
本
直
美
検
事
総
長
は
、「
承

服
で
き
な
い
も
の
で
、
控
訴

し
て
上
級
審
の
判
断
を
仰
ぐ

べ
き
」
だ
と
し
な
が
ら
、
控

訴
し
な
い
と
し
た
。
情
け
な

い
こ
と
に
そ
の
理
由
は
明
快

で
は
な
く
説
明
に
な
っ
て
い

な
い
の
で
、
識
者
か
ら
批
判

が
噴
出
し
た
。

　

畝
本
氏
は
、
事
件
発
生
か

ら
今
日
ま
で
の
取
り
調
べ
や

証
拠
の
問
題
点
な
ど
、警
察
・

検
察
が
犯
し
た
だ
ろ
う
誤
り

の
可
能
性
を
真
摯
に
考
慮
し

た
と
は
到
底
思
え
な
い
。
他

者
に
厳
し
く
自
ら
に
甘
い
検

察
の
体
質
を
さ
ら
け
だ
し
、

一
人
の
人
間
を
死
の
淵
に
長

期
に
わ
た
り
追
い
や
っ
て
い

た
こ
と
を
、
公
僕
と
し
て
そ

し
て
人
間
と
し
て
恥
ず
か
し

く
思
わ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

弁
護
側
は
、
畝
本
氏
の
発

言
が
袴
田
さ
ん
を
い
ま
も
犯

　

川
崎
南
部
、
在
日
コ
リ
ア

ン
の
集
住
す
る
桜
本
地
域
で

老
い
て
な
お
力
強
く
生
き
る

ハ
ル
モ
ニ(

お
ば
あ
ち
ゃ
ん)

た
ち
の
姿
を
と
ら
え
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
ア
リ

ラ
ン
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
の
特
別

上
映
会(

実
行
委
員
会
主
催)

が
、
12
月
、
横
浜
・
川
崎
両

市
内
の
全
６
会
場
で
上
映
さ

れ
ま
す
。

　

監
督
は
在
日
二
世
の
金
聖

雄
。
デ
ビ
ュ
ー
作
品
「
花
は

ん
め
」(

２
０
０
４
年)

の
撮

影
で
川
崎
に
通
い
始
め
て
か

ら
四
半
世
紀
を
経
て
、「
ハ

ル
モ
ニ
た
ち
の
過
去
と
今
を

き
ち
ん
と
記
録
し
て
お
か
な

け
れ
ば
」
と
い
う
使
命
を
背

負
い
映
画
を
完
成
さ
せ
た
と

言
い
ま
す
。

　

日
本
の
植
民
地
政
策
や
戦

争
に
翻
弄
さ
れ
貧
困
と
差
別

に
苦
悩
し
て
き
た
歴
史
や
、

仲
間
と
の
交
流
、
自
己
表
現

を
た
い
せ
つ
に
す
る
識
字
学

級
、
地
域
の
人
々
と
一
緒
に

反
戦
デ
モ
や
反
ヘ
イ
ト
デ
モ

で
声
を
あ
げ
る
姿
な
ど
を
い

き
い
き
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

前
売
り
１
３
０
０
円
、
当

日
１
５
０
０
円
。
事
前
予
約

は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。
川
崎

市
内
の
会
場
は
狭
い
た
め
当

日
券
で
の
入
場
は
キ
ャ
ン
セ

ル
待
ち
の
み
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、arira

ng.rhapsody.kaw
asa

ki@
gm
ail.com

か
、
０
８

０
‐
４
６
５
６
‐
６
０
１
４

（
三
浦
）
ま
で
。

スケジュール
12月８日（日）　14時開始
　かながわ県民センター　２階ホール
　横浜市中区山下町３‒１
12月14日（土）　14時開始
　フェリス女学院大学緑園キャンパス
　横浜市泉区緑園４‒５‒３
12月６日（金）　18時開始
　在日大韓基督教会川崎教会
　川崎市川崎区桜本１‒８‒22
12月12日（木）
第１回上映　10時開始
第２回上映　14時開始
　かわさきゆめホール
　川崎市中原区下沼部1880
12月14日（土) 10時開始
　川崎医療生活協同組合　久地診療所
　川崎市高津区久地４‒19‒８
12月21日(土) 10時開始
川崎医療生活協同組合 本部 かりん会議室
　川崎市川崎区藤崎４‒21‒１

各回とも30分前開場

ハ
ル
モ
ニ
た
ち
の
過
去
と
今
の
記
録

映
画
『
ア
リ
ラ
ン
ラ
プ
ソ
デ
ィ
』

12
月
に
横
浜
・
川
崎
で
上
映
会

事前予約
QRコード
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元
気
に
筋
力
維
持
で
盛
り
上
が
る

元
気
に
筋
力
維
持
で
盛
り
上
が
る

健
康
づ
く
り
委
員
会
で
バ
ザ
ー
実
施

健
康
づ
く
り
委
員
会
で
バ
ザ
ー
実
施

「
に
じ
と
も
ル
ー
ム
」が
引
っ
越
し
ま
し
た
！

「
に
じ
と
も
ル
ー
ム
」が
引
っ
越
し
ま
し
た
！

議
会
傍
聴
ツ
ア
ー
を
開
催

議
会
傍
聴
ツ
ア
ー
を
開
催

10
月
10
日
、
宿
河
原
支
部

の
ダ
ン
ベ
ル
班
は
、
小
松
厚

志
ト
レ
ー
ナ
ー
の
指
導
で
体

操
を
し
ま
し
た
。
出
席
者
は

10
人
で
し
た
。「
ロ
コ
モ
25
」

と
い
う
25
個
の
質
問
に
答
え

な
が
ら
、
身
体
の
状
況
や
生

活
の
状
況
を
自
覚
し
、
ロ
コ

モ
度
を
測
定
す
る
チ
ェ
ッ
ク

も
し
て
、
将
来
の
自
分
を
推

察
す
る
と
い
う
学
習
を
し
ま

し
た
。
25
問
中
何
点
取
れ
る

か
に
よ
っ
て
こ
れ
か
ら
の
人

生
が
見
通
せ
る
の
で
、
参
加

者
み
ん
な
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

９
月
20
日
、
協
同
ふ
じ
さ
き

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
組
合
員
ル
ー
ム

で
、
協
同
地
区
健
康
づ
く
り
委

員
会
主
催
で
バ
ザ
ー
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
も
組
合
員
の
協
力

で
た
く
さ
ん
の
品
物
が
集
ま
り

ま
し
た
。
班
で
つ
く
っ
た
作
品

の
小
物
や
、
手
芸
が
大
好
き
な

人
の
小
物
、
手
編
み
品
、
ク
ラ

　

宮
前
区
の
組
合
員
ル
ー
ム

「
に
じ
と
も
ル
ー
ム
」
が
、
９

月
26
日
、
宮
前
区
土
橋
６

－

10

－

７
鈴
木
ビ
ル
２
階
に
引
っ
越

し
ま
し
た
。
東
名
川
崎
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
す
ぐ
そ
ば
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
「
に
じ
と
も

ル
ー
ム
」
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
な
い
３
階
の
部
屋
だ
っ
た
の

で
、上
り
下
り
が
大
変
で
し
た
。

お
ま
け
に
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
が
ま

っ
た
く
な
か
っ
た
の
で
、
徒
歩

や
バ
ス
で
来
る
か
近
隣
の
知
り

合
い
宅
へ
止
め
さ
せ
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
大
変
不
便
で

し
た
。
新
し
い
場
所
は
駐
輪
で

き
、
部
屋
も
２
階
な
の
で
（
階

段
で
は
あ
り
ま
す
が
）、
大
分

楽
に
な
り
ま
し
た
。

　

内
装
は
、
料
理
屋
が
入
っ
て

い
た
部
屋
を
居
抜
き
で
借
り
た

の
で
、
業
務
用
の
キ
ッ
チ
ン
と

カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
大
き
な

冷
蔵
庫
も
す
べ
て
使
用
可
能
な

の
で
、
工
夫
次
第
で
色
々
な
活

動
が
で
き
ま
す
。

　

ビ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
に
は
医
療

生
協
の
活
動
を
説
明
し
て
承
諾

を
得
て
い
る
の
で
、
合
唱
や
健

康
麻
雀
な
ど
の
利
用
も
で
き
ま

す
。
１
階
に
は
カ
レ
ー
屋
と
や

き
と
り
屋
が
あ
る
の
で
、
活
動

の
後
に
利
用
す
る
の
も
楽
し
そ

う
で
す
。

　

新
し
い
組
合
員
ル
ー
ム
は
、

徒
歩
で
犬
蔵
バ
ス
停
か
ら
４

分
、
ま
た
は
土
橋
バ
ス
停
か
ら

６
分
で
す
。

　

健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
部　

荒
金
崇
二

　

９
月
12
日
。
橘
支
部
が
新

し
く
な
っ
た
川
崎
市
役
所
見

学
と
市
議
会
の
傍
聴
ツ
ア
ー

を
行
い
ま
し
た
。

　

市
役
所
に
つ
く
と
真
っ
先

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
24
階

へ
。
階
段
を
上
っ
て
展
望
ロ

ビ
ー
に
出
ま
し
た
。
北
に
多

摩
川
が
う
ね
っ
て
い
て
、
競

馬
場
、遠
く
に
東
京
タ
ワ
ー
・

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
見
え
ま
し

た
。
東
に
回
っ
て
眼
の
下
に

稲
毛
神
社
、
臨
海
部
の
煙
突

が
林
立
の
工
場
地
帯
、
羽
田

空
港
か
ら
の
離
陸
上
昇
中
の

飛
行
機
が
見
え
ま
し
た
。
南

側
の
ビ
ル
群
の
屋
上
に
は
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
マ
ー
ク
が
３
ヵ

所
あ
り
ま
し
た
。
西
側
か
ら

の
富
士
山
は
あ
い
に
く
の
曇

り
空
で
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

屋
上
か
ら
の
展
望
を
楽
し

ん
だ
後
、議
会
の
傍
聴
で
す
。

こ
の
日
は
渡
辺
学
議
員
の
代

表
質
問
で
、
災
害
対
策
や
子

育
て
支
援
、
教
育
、
障
害
者

施
策
、
高
齢
者
施
策
等
で
１

時
間
半
に
渡
り
ま
し
た
。　

　

新
し
い
川
崎
市
役
所
に
は

食
堂
は
な
く
、
近
く
の
お
店

で
遅
い
昼
食
を
と
り
、
参
加

者
と
交
流
し
ま
し
た
。　
　

橘
支
部　

松
本
久
子

10
月
18

日
、
曇
り

空
の
下
行

わ
れ
た
、

大
師
健
康

づ
く
り
委

員
会
主
催

　

９
月
27

日
、
協
同

ふ
じ
さ
き

ク
リ
ニ
ッ

ク
組
合
員

ル
ー
ム
で
、

　

そ
の
後
、
ひ
と
つ
の
動
作

ご
と
に
ゆ
っ
く
り
、
大
き
く

フ
ト
紙
の
カ
ゴ
、
バ
ッ
グ
な
ど

が
好
評
で
し
た
。

　

予
想
外
だ
っ
た
の
は
こ
の
日

は
、
秋
だ
と
い
う
の
に
最
高
気

温
が
35
度
だ
っ
た
の
で
冬
物
衣

料
が
売
れ
残
り
ま
し
た
。
健
康

づ
く
り
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

は
、「
出
品
・
販
売
に
協
力
し

た
人
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　

協
同
地
区

　

健
康
づ
く
り
委
員
会　

藤
田
有
為
子

「
今
日
教
わ
っ
た
こ
と
を
ダ

ン
ベ
ル
体
操
の
時
に
取
り
入

れ
て
行
こ
う
」
と
班
員
か
ら

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

宿
河
原
支
部　

ダ
ン
ベ
ル
班「ロコモ 25」で自分の身体をチェック

みんなで歩くのも楽しい

みんなの協力によるバザー新しい場所で初の運営委員会

晴れた日の展望室から見た羽田方面

多摩川散策に多摩川散策に
36人参加36人参加

マイナ保険証のマイナ保険証の
学習会開く学習会開く

体
を
動
か
し
て
い

く
体
操
も
教
わ
り

ま
し
た
。
ラ
ジ
オ

体
操
第
一
は
テ
ー

プ
を
流
し
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
体
を
動

か
し
、
記
憶
力
や

指
先
を
使
う
動
き

を
行
い
あ
っ
と
言

う
間
の
一
時
間
半

で
し
た
。

　

肌
寒
い
日
で
し

た
が
体
が
ポ
カ
ポ

カ
し
て
き
ま
し
た
。

の
多
摩
川
散
策
は
36
人
が
参

加
し
、
大
師
線
の
港
町
駅
か

ら
干
潟
館
（
最
寄
り
は
東
門

前
駅
）
ま
で
多
摩
川
の
土
手

を
元
気
に
歩
き
ま
し
た
。
途

中
の
水
門
（
最
寄
り
鈴
木
町

駅
）
か
ら
合
流
す
る
人
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
体
調
や
体
力
に

合
わ
せ
て
歩
き
ま
し
た
。

　

港
町
駅
前
の
広
場
で
は
、

大
師
診
療
所
の
赤
松
美
穂
事

務
長
か
ら
挨
拶
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
案
内
を
行
い
、
加

藤
光
義
理
事
に
よ
る
ス
ト
レ

ッ
チ
を
実
施
て
か
ら
出
発
し

ま
し
た
。

浜
町
支
部
主
催
の
「
マ
イ
ナ

保
険
証
の
学
習
会
」
を
開
催

し
参
加
者
は
６
人
で
し
た
。

講
師
は
川
崎
市
社
会
保
障
推

進
協
議
会
の
光
野
正
洋
さ
ん

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
用

意
し
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

光
野
さ
ん
は
「
国
が
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
推
進
す

る
理
由
は
、
国
民
の
多
数
に

利
用
さ
せ
、
集
積
さ
れ
た
デ

ー
タ
を
企
業
が
利
用
し
や
す

く
す
る
た
め
」
と
話
し
、
マ

　

ゴ
ー
ル
の
干
潟
館
前
の
広
場

に
は
、
全
員
無
事
に
到
着
。
そ

ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
ス
ト
レ
ッ
チ

を
入
念
に
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
参
加
者
へ
は
軽
食
と
お
茶

を
配
布
し
ま
し
た
。
曇
り
空
で

途
中
も
雨
が
パ
ラ
つ
く
時
も
あ

り
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
で
軽
食

を
食
べ
る
人
は
少
な
か
っ
た
で

す
が
、
天
気
も
何
と
か
持
ち
終

わ
り
ま
し
た
。

　

健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
部　

竹
原
亮

イ
ナ
保
険
証
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
多
発
し
て
い
る
こ
と
、
今
ま

で
の
保
険
証
と
同
様
に
使
え
る

「
資
格
証
明
書
」
が
マ
イ
ナ
保

険
証
を
持
っ
て
い
な
い
人
に
送

ら
れ
て
来
る
こ
と
な
ど
を
説
明

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
そ
れ
な
ら

今
ま
で
の
保
険
証
を
残
せ
ば
、

余
計
な
費
用
と
労
力
を
使
わ
ず

に
す
む
の
に
」
と
い
う
感
想
も

あ
り
ま
し
た
。

　

光
野
さ
ん
は
「
マ
イ
ナ
保
険

証
は
５
年
毎
に
更
新
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
高
齢
の
単
身

者
や
身
障
者
に
は
更
新
の
手
続

き
に
行
く
こ
と
は
困
難
を
と
も

な
い
、
忘
れ
て
し
ま
う
人
も
多

い
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て

い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
　

浜
町
支
部　

相
良
晴
江

　1951年に地域住民が「自分た
ちが安心してかかれる病院や診
療所が欲しい」という思いから、
お金を出し合いつくったのが、
川崎医療生協です。 私たちは、
病気や介護が必要な時だけでは
なく、地域で安心して暮らせる
まちづ くりも進めています。

　川崎医療生協
への加入を、組
合員さんには出
資金の増資のご
協力をお願いい
たします。



組　合　員　の　広　場組　合　員　の　広　場

（５） ２０２４年１１月１日 第６９９号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

〈
み
ん
な
で
楽
し
い
班
会
〉
３
人
以
上
集
ま
れ
ば
、
班
が
つ
く
れ
ま
す
。
近
く
の
町
内
会
事
務
所
や
組
合

員
の
お
宅
、
病
院
・
診
療
所
の
組
合
員
ル
ー
ム
な
ど
を
利
用
し
て
、
楽
し
い
班
会
を
ひ
ら
き
ま
し
ょ
う
。

班会日誌班会日誌 ９月度　　32支部　125班　836人

大師レインボー支部
野菊の会 元気を確認 5
南大師支部
グルメ あつさもあとわずか 3
大師中央支部
エンゼル① 秋の実り 4
おしゃべり喫茶 秋、四季を感じましょう 7
カミツ 読書会 3
ビーガン 料理 4
マーガレット 食欲の秋満腹ミステリーツアー 4
レインボーの家 オカリナ、クロスワード 11
わろてんか 寄席準備 3
建設一般 マイナ保険証 9
東門前 ストレッチ体操 6
年金大師 上高地ハイク 4
民商 懇談 3
大師フレンド支部
おしゃべり ①多摩川が決壊したら

②総選挙の行方
5

おりづる おりづる班の今後について 3
お絵かき 各自各テーマで描く 6
さくら会 中学程度の英語（会話） 5
ちぎりえ ちぎり絵作成 3
ひまつぶし 脳トレ 3
リトルハンズ リラックスヨガ 8
リフレッシュ ラジオ体操・血圧チェック 7
リメイク 自由活動 8
藤崎北支部
てくてく 川崎市緑化センター探索 5
健康麻雀 健康麻雀 9
向日葵 絵手紙 4
欅 茶話会 4
藤崎南支部
ライオンズ 能登水害と多摩川の危険 7
観音支部
あるこうかい 横須賀軍港めぐり 12
プラチナ 血管のはなし 11
健康マージャン 健康麻雀 19
池上新町支部

ひまわり モルック 4
手芸 額入り花飾り 12
冥加 ペットボトル体操 10
桜本支部
さくら 配付者交流会　

認知症の早期発見の大切さ
5

黄金 組合員交流会　
認知症早期発見の大切さ

5

大島支部
あかり 書道 4
未摘花 ストレッチ・ダンベル体操 3
浜町支部
エチュード おしゃべりサロン 7
クラフト カゴ作り 4
プアカーネーション フラダンス 8
プルメリア フラダンス 4
渡田支部
モルック班 モルック 5
歩いて楽しむ会 ちょこっとウォーク 5
京町支部
セカンド 体操(自彊術) 4
古流生花 生け花 3
手芸 つまみ細工・ストラップ作り 8
雀（すずめ）の学校 皆元気ですか！ 4
小田支部
ころぼっくる 食事・おしゃべり会 6
たんぽぽ 久しぶりに自宅で班会を開いた 3
ちょこっとウォーク 酷暑です 16
ラジオ体操 異常気象 25
夏つばき お月見 3
桜 ボッチャで遊ぼう 18
川崎駅前支部
IT 茶話会 3
あじさい 秋の植物・果物を描こう 8
キャロット 9月ニュース仕分 5
浅田支部
おりづる ハイビスカスの花飾りを色紙に 6
けやき 体操・ウォーキング 5
こまくさ 横浜市民防災センター体験ツアー 23

人 人

ばぁばとじぃじの
手習い

今まで習った作品を自由に
書きました

3

ひまわり 折り紙・ハイビスカスの花 5
東小田支部
さつき 増資・血圧チェック 7
小田7丁目公園 チョコットウォークとストレッチ 11
御幸支部
さくら 暑気ばらい・健康チェック 4
紅葉 ダンベル・ストレッチ 5
南河原支部
オレンジ 新聞ちぎり絵 6
シネマ班 映画鑑賞「名もなく貧しく美しく」 10
マウンテンヒルズ BP測定・ミニ体操 4
モンチッチ BP測定 3
絵手紙 自分の好きな自然物を描く　新聞

タイムを行なう（お米問題）
7

古向支部
くちなし フレイル体操 7
さくら 七夕の笹飾り 4
日の出 太極拳で体力作り 3
新川崎支部
やよい とうがらし・白蝶草・七福神を布

で作り
6

元美人 体操 10
玉川支部
きら美 脳トレ 6
山王町下沼部 けんこう体操 5
青空平間会 握力チェック 6
住吉支部
コスモス 気功・朗読・おしゃべり 4
モルック モルックを楽しむ 5
雲雀 麻雀を楽しむ 10
気功と太極拳 気功と「八式」 4
小杉支部
さくら 認知症について、握力チェック 6
溝ノ口支部
いきいき 脳いきいき 5
いまが青春 健康麻雀 12
おたまじゃくし 唱歌童謡を唄う 4
バードウオッチング 福島ツアーパワポ視聴 3
ゆいの会 ニュースセット他 3
囲碁サロン 囲碁 4
公園体操 高津公園体操 10

水彩画 秋の花や果物を描く 3
橘支部
アカシヤ 防災出前講座 6
シクラメン 楽食会 28
すずめ 健康麻雀 7
ダンベル 骨密度チェック 5
つれづれ 健康麻雀 13
プラザ 脳トレ体操 15
フラワーレディズ 散策打ち合わせ 13
梶ヶ谷 ニュースセット、建国セミナーDVD 3
癒しのお手玉 お手玉リズム体操 7
たかつ支部
クｲーン 映画上映会 4
宮前支部
コスモス 座談 5
さくらそう 折り紙 3
シネマ 平和のつどい 23
しんぶんちぎり絵 作品作り 3
すみれ 体操、認知症について 5
ひまわり 体操 3
五所塚 モルック 6
南平 体組成チェック 4
白幡台 握力、足指力 5
長尾堰支部
アジサイ 骨粗しょう症について 7
すずめ 脳トレーニング 4
ひまわり 転倒防止体操 9
ラフランス マージャンを楽しむ 3
歩歩路 ペットボトル体操 4
宿河原支部
すこやかダンベル 筋力維持と親睦 5
麻生北支部
コーラスミール 発表会に向けて 7
マフマフ 展示に向けて 7
モルック モルックで楽しく体力づくり 4
麻生南支部
お絵かき 未完成作品の続き 4
キルトのなかま クリスマスのタペストリー 6
なんじゃもんじゃ 川崎市役所　羽田空港見学 7
ほほえみ ストレッチング 15
食と農を考える会 どうなる日本の食料　学習会開催 6
和布ソーイング バザー出店の準備 4

人 人

平
和
の
大
切
さ
を
学
ぶ

平
和
の
大
切
さ
を
学
ぶ

「
血
管
の
は
な
し
」を
学
ぶ

「
血
管
の
は
な
し
」を
学
ぶ

　

川
崎
医
療
生
協
の
平
和
委

員
会
主
催
の
「
第
五
福
竜
丸

展
示
館
見
学
会
」
に
、
小
田

支
部　

ラ
イ
ラ
ッ
ク
班
の
メ

ン
バ
ー
で
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
理
由
は
、
北
朝
鮮

が
水
爆
実
験
を
し
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
、
核
兵
器

に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
が

多
か
っ
た
た
め
で
す
。

　

展
示
館
内
に
あ
る
第
五
福

龍
丸
の
大
き
さ
に
驚
き
、
ま

た
、
日
本
籍
の
船
１
１
２
隻

の
マ
グ
ロ
漁
船
や
乗
組
員
の

ほ
か
、
米
国
国
民
や
近
隣
諸

国
、
さ
ら
に
、
日
本
列
島
に

も
大
気
の
循
環
で
核
の
灰
が

降
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
の
説

明
を
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。

10
月
10
日
に
、
高
津
市
民

館
会
議
室
で
、
川
崎
医
療
生

協
機
関
紙
編
集
委
員
会
が
主

催
で
「
支
部
ニ
ュ
ー
ス
担
当

者
交
流
会
」
が
開
か
れ
、
支

部
ニ
ュ
ー
ス
担
当
者
な
ど
20

人
が
参
加
し
記
事
の
書
き
方

に
つ
い
て
の
学
習
と
交
流
を

し
ま
し
た
。

　

学
習
は
、
新
聞
「
川
崎
医

療
生
協
」
の
川
井
龍
介
編
集

顧
問
を
講
師
に
す
す
め
ら
れ

ま
し
た
。
新
聞
に
掲
載
す
る

記
事
が
ニ
ュ
ー
ス
な
の
か
、

ル
ポ
な
の
か
、
寄
稿
な
の
か

な
ど
記
事
の
種
類
が
あ
る
こ

と
を
説
明
。
記
事
を
書
く
上

で
必
要
な
要
素「
５
Ｗ
１
Ｈ
」

（
い
つ
、
ど
こ
で
、
だ
れ
が
、

な
に
を
、
ど
の

よ
う
に
、な
ぜ
）

を
入
れ
な
い
と

相
手
に
伝
わ
ら

な
い
と
説
明
し

ま
し
た
。

　

川
井
氏
は
参

加
者
に
、「
今

日
今
こ
こ
で
行

わ
れ
て
い
る
、

担
当
者
交
流
会

を
記
事
と
し
て

　

長
年
被
爆
に
苦
し
め
ら
れ

何
の
手
当
も
さ
れ
て
い
な
い

人
達
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と

に
も
驚
き
を
通
り
越
し
て
怒

り
す
ら
覚
え
ま
し
た
。

　

核
兵
器
が
拡
散
さ
れ
、
世

界
の
分
断
が
激
し
く
な
っ
て

書
い
て
く
だ
さ
い
」と
、投
げ

か
け
、
参
加
者
数
人
か
ら
書

い
た
原
稿
を
読
ん
で
も
ら
い
、

川
井
氏
が
講
評
し
ま
し
た
。

　

学
習
の
後
に
は
、
支
部
ニ

ュ
ー
ス
を
作
る
う
え
で
悩
ん

で
い
る
こ
と
な
ど
を
話
し
合

う
時
間
を
設
け
ま
し
た
。
多

く
の
人
か
ら
、「
記
事
を
集

め
る
の
が
大
変
」「
ニ
ュ
ー

ス
担
当
者
一
人
で
つ
く
ら
な

い
と
い
け
な
い
の
が
大
変
」

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

編
集
委
員
会

合
い
ま
し
た
。
非
常
に
意
義

深
い
一
日
と
な
っ
た
こ
と
を

感
謝
し
て
い
た
ら
、
日
本
被

団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん

で
き
て
、
世
界
中
に
は
核
の

脅
威
を
感
じ
て
い
る
人
た
ち

が
い
る
こ
と
に
共
鳴
し
ま
し

た
。小

田
支
部　

関
谷
治
子

　

９
月
14
日
、
観
音
支
部
主

催
で
、
川
崎
区
藤
崎
の
か
り

ん
ビ
ル
３
階
で
、
栗
原
永
実

保
健
師
を
講
師
に
招
き
「
血

管
の
は
な
し
」
の
学
習
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

目
に
見
え
な
い
血
管
に
つ

い
て
の
学
習
会
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
の
前
兆
を
知
る
上

で
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
体
の
部
分

的
な
不
調
で
何
科
を
受
診
し

た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
時

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
質

問
が
で
ま
し
た
。

　

後
半
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
体

操
を
行
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
よ
い
重
さ
で
上
半
身
の
運
動

に
な
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
の
で

す
が
、
下
半
身
の
運
動
も
無
理

の
な
い
程
度
で
で
き
た
ら
さ
ら

に
よ
か
っ
た
と
い
う
感
想
も
あ

り
ま
し
た
。

　

協
同
地
区　

　

観
音
支
部　

プ
ラ
チ
ナ
班

伏
島
京
子

知らないことがたくさん展示

血管の話から色々学びました

川井編集顧問の話を聞く参加者

い
る
現
代
だ
か
ら
こ
そ

若
い
人
を
は
じ
め
で
き

る
だ
け
た
く
さ
ん
の
人

に
こ
う
い
う
施
設
が
東

京
に
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
い
、
人
間
本
来

の
自
然
と
共
生
で
き
る

世
界
を
作
ら
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
や
、
身
近
で

自
分
の
で
き
る
こ
と
を

心
掛
け
よ
う
と
帰
り
に

班
の
メ
ン
バ
ー
と
話
し

支
部
ニ
ュ
ー
ス
担
当
者
交
流
会
開
催

支
部
ニ
ュ
ー
ス
担
当
者
交
流
会
開
催

第30回記念 合唱団いちばん星コンサート

つぎの、一歩へ。

日時 　2024年12月７日（土）
　　　  午後２時開始
 場所 　教育文化会館 ４階
　　　  第１学習室
 定員 　50人
 講師 　村上 好さん
 　　　「ポジティブ不登校のすゝめ」
 申し込み 
2024年11月19日（火）午前10時から
電話でお申し込み
（044-233-6361）

 日時 　2024年12月22日（日）
　　　  午後１時半開場　２時半開演
 場所 　多摩市民館大ホール
 内容 　オープニング　青い空は
　　　  第１部　うたいつぎたい歌
　　　  第２部　「合唱団かわさきユース
　　　　　　　  ハーモニー」ステージ
　　　  第３部　みんなで歌おう
　　　  第４部　平和のステージ
　指定席 1500円　自由席 1300円
　子ども・障がい者 500円
 問い合わせ 　高橋（090-4608-7782）
　　　　　　  大原（090-5425-5885）

【学習会】【学習会】
「不登校を「不登校をみんなみんなで考える」で考える」
～ひとりで悩まないで～～ひとりで悩まないで～
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く ら し ・ 社 会読　者　の　広　場

岡
本
太
郎
作
の
ブ
ロ
ン
ズ
像

「
リ
ボ
ン
ち
ゃ
ん
」

　　　　　　　　　　　　（
川
崎
区
）

こ
ん
な
川
崎
、

　
　
こ
れ
も
川
崎

　

シリーズ

第57回
シリーズ

第57回

　

東
西
に
約
31
㎞
、
南
北
に
約
19
㎞
。
東
京
と
横
浜
に
挟
ま
れ

た
東
西
に
細
長
い
川
崎
市
は
、
内
陸
の
北
側
と
海
側
の
南
で
は

街
の
風
景
も
か
な
り
違
い
ま
す
。
そ
ん
な
川
崎
の
知
ら
れ
ざ
る

見
ど
こ
ろ
の
な
か
で
、
今
回
は
、
川
崎
市
生
ま
れ
の
芸
術
家
・

岡
本
太
郎
の
作
品
で
、
川
崎
市
立
藤
崎
小
学
校
に
あ
る
ブ
ロ
ン

ズ
像
「
リ
ボ
ン
ち
ゃ
ん
」
を
紹
介
し
ま
す
。

 

健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
部　

松
田 

祐
加
子

　

川
崎
区
藤
崎
の
藤
崎
小
学

校
の
校
庭
を
望
む
一
角
に
リ

ボ
ン
ち
ゃ
ん
は
い
ま
す
。
大

き
な
リ
ボ
ン
を
付
け
た
子
ど

も
が
天
に
向
か
っ
て
両
手
を

広
げ
、
丸
い
球
に
乗
っ
て
い

ま
す
。
地
球
に
乗
っ
て
遊
ん

で
い
る
姿
が
表
現
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

リ
ボ
ン
ち
ゃ
ん
は
、
校
庭

を
正
面
か
ら
見
て
い
る
よ
う

に
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。「
リ
ボ
ン
ち
ゃ
ん
が
子

ど
も
た
ち
に
『
お
は
よ
う
』

『
さ
よ
う
な
ら
』
と
言
え
る

よ
う
に
登
下
校
用
の
南
門
に

向
か
っ
て
斜
め
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
登
下
校
を
い
つ
も

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
で

す
」。
学
校
の
先
生
が
こ
う
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

リ
ボ
ン
ち
ゃ
ん
と
い
う
呼
び

方
は
愛
称
で
す
。作
品
名
は「
喜

び
」
と
い
い
ま
す
。
市
内
在
住

の
岡
本
太
郎
美
術
館
元
学
芸
員

に
よ
る
と
、
藤
崎
小
が
開
校
30

周
年
を
迎
え
た
１
９
８
５
年

に
、
地
域
の
人
た
ち
の
協
力
の

も
と
記
念
事
業
と
し
て
設
置
が

計
画
さ
れ
ま
し
た
。
藤
崎
小
の

学
区
内
に
あ
る
お
寺
の
住
職

が
、
歌
人
・
小
説
家
と
し
て
活

躍
し
た
太
郎
の
母
、
岡
本
か
の

子
の
文
学
碑
「
誇
り
」
の
設
置

に
尽
力
し
た
つ
な
が
り
で
、
作

品
を
提
供
し
て
く
れ
る
よ
う
お

願
い
し
た
そ
う
で
す
。

　
「
太
郎
さ
ん
は
、
実
際
に
藤

崎
小
に
出
向
き
、
子
ど
も
た
ち

の
図
工
の
作
品
を
見
た
り
、
子

ど
も
た
ち
の
様
子
を
校
長
室
か

ら
眺
め
た
り
し
て
、
数
あ
る
作

品
の
中
か
ら
リ
ボ
ン
ち
ゃ
ん
を

選
び
ま
し
た
」
と
学
校
の
先
生

は
話
し
ま
す
。
プ
レ
ー
ト
に
は

岡
本
太
郎
の
躍
動
感
の
あ
る
字

で
「
喜
び
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

岡
本
太
郎
は
幼
少
期
、
学
校

生
活
に
な
じ
め
ず
小
学
校
の
転

校
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
芸
術

家
と
し
て
大
成
し
て
後
、「
人

間
は
そ
の
数
だ
け
、そ
れ
ぞ
れ
、

そ
の
姿
の
ま
ま
、
誇
ら
し
く
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
著
作
「
強

く
生
き
る
言
葉
」
か
ら
抜
粋
）

と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
ま

す
。
今
日
も
子
ど
も
た
ち
を
見

守
っ
て
い
る
リ
ボ
ン
ち
ゃ
ん
の

姿
に
、
岡
本
太
郎
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
深
い
愛
情
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。

リ
ボ
ン
ち
ゃ
ん
に

会
い
に
行
く
に
は

　

Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
東
口
よ
り
「
水

江
町
」
行
き
バ
ス
で
「
池
藤
橋
」

下
車
徒
歩
１
分
。土
日
祝
祭
日
、

年
末
年
始
を
除
く
平
日
９
時
〜

17
時
に
見
学
可
能
。
事
前
に
学

校
に
電
話
連
絡
の
う
え
、
北
門

イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
で
職
員
室
に

申
し
出
て
下
さ
い
。
無
断
立
ち

入
り
禁
止
。
リ
ボ
ン
ち
ゃ
ん
の

近
く
に
は
川
崎
発
祥
の
「
伝
十

郎
桃
」
の
木
が
あ
り
、
こ
れ
は

川
崎
市
の
地
域
文
化
財
に
な
っ

て
い
ま
す
。

藤崎小学校にあるリボンちゃん

読
者
の
声

が
ら
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
組
活
の
小
田
地

区
の
実
行
委
員
と
し
て
、
川

崎
医
療
生
協
の
本
部
・
久
地

診
療
所
と
出
席
し
て
き
ま
し

た
。

　

組
合
員
活
動
交
流
集
会
に

出
席
し
、
一
番
に
思
っ
た
こ

と
は
、
一
つ
の
行
事
を
開
催

す
る
こ
と
は
、
こ
ん
な
に
も

大
変
な
こ
と
な
の
だ
と
実
感

致
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
や
分

科
会
の
内
容
・
時
間
の
割
振

等
々
、
議
論
を
重
ね
て
決
定

す
る
。
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
健
康
ま
ち
づ
く
り

推
進
部
の
方
・
理
事
・
そ
し

て
組
合
員
の
皆
様
に
ご
苦
労

を
感
謝
し
、
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

今
年
は
米
不
足

　

宮
前
区　

玉
木 

雅
子
73

　

今
年
は
「
米
不
足
」
だ
そ

う
で
す
ね
。
そ
の
原
因
は
、

政
府
が
米
農
家
に
、
減
反
を

押
し
つ
け
て
い
る
か
ら
と
の

こ
と
。

　

農
業
は
、
自
然
に
も
左
右

さ
れ
る
大
変
な
仕
事
。
そ
し

て
、
肉
体
労
働
で
す
。
し
か

し
、
米
農
家
の
時
給
は
10
円

と
も
聞
い
て
い
ま
す
。私
は
、

「
日
本
の
主
食
を
守
っ
て
い

か
ね
ば
」
と
思
い
ま
し
た
。

感
動
を
あ
り
が
と
う

　

高
津
区 
福
川 

と
も
子
69

　

パ
リ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
選
手

１
人
１
人
の
頑
張
っ
た
成
果

が
試
さ
れ
る
時
で
し
た
。

　

た
だ
、
池
江
璃
花
子
選
手

の
「
あ
ん
な
に
努
力
し
た
の

に
報
わ
れ
な
い
ん
だ
な
」
と

泣
き
崩
れ
た
姿
を
見
た
時
、

心
が
重
く
な
り
ま
し
た
。
で

も
、
彼
女
は
次
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
目
指
し
て
い
る
の
を

知
っ
て
応
援
し
な
く
っ
ち
ゃ

と
思
い
ま
し
た
。
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
、
車
椅
子
ラ
グ
ビ

ー
の
ル
ー
ル
の
わ
か
り
や
す

さ
と
迫
力
に
見
い
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
は
、
視
覚

障
が
い
者
の
方
の
競
技
で

す
。
試
合
会
場
全
体
が
静
寂

の
中
、
鈴
の
入
っ
た
ボ
ー
ル

の
音
だ
け
が
聞
こ
え
て
く

る
、歓
声
も
な
い
競
技
で
す
。

　

私
は
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら

大
声
で
応
援
を
し
て
い
ま
し

た
。
選
手
の
み
な
さ
ん
感
動

を
あ
り
が
と
う
。

認
知
症
マ
フ
に
興
味

　

多
摩
区　

市
川 

幾
一 
74

　

組
合
員
さ
ん
の
マ
フ
マ
フ

班
の
認
知
症
マ
フ
の
お
話
は

興
味
深
か
っ
た
で
す
。

実
行
委
員
会
に
参
加

　

川
崎
区　

佐
藤 

カ
ツ
子

　

猛
暑
続
き
の
夏
も
終
わ

り
、
よ
う
や
く
朝
晩
は
秋
の

気
配
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
年
中
行
事
「
組
合

員
活
動
交
流
集
会
」
も
無
事

終
了
し
ま
し
た
。 

80
代
の

私
は
、
組
合
員
暦
が
長
く
行

事
に
参
加
す
る
だ
け
で
し
た

が
、
あ
る
時
か
ら
支
部
運
営

委
員
を
依
頼
さ
れ
、
弱
力
な

マ
ル
チ
に
活
躍

　

２
回
に
わ
た
っ
て
島
田
雅

彦
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
１
９
６
１
年

東
京
都
生
ま
れ
で
、
１
９
６

５
年
に
川
崎
市
多
摩
区
（
稲

田
堤
周
辺
）
へ
転
居
。
そ
の

後
神
奈
川
県
立
川
崎
高
等
学

校
を
経
て
、
東
京
外
国
語
大

学
ロ
シ
ア
語
学
科
へ
と
進
学

し
、
在
学
中
の
１
９
８
３
年

に
『
優
し
い
サ
ヨ
ク
の
た
め

の
嬉
遊
曲
』
で
デ
ビ
ュ
ー
。

１
９
８
４
年
に
は
『
夢
遊
王

国
の
た
め
の
音
楽
』
で
野
間

文
芸
新
人
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
、
文
壇
の
世
界
で
活
躍
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
島
田
は
政
治
や
社
会

に
対
す
る
言
論
を
主
張
し
、

オ
ペ
ラ
や
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
に
も
造
詣
が
深

く
、
法
政
大
学
国
際
文

化
学
部
の
教
授
と
し
て

も
教
壇
に
立
ち
、
マ
ル

チ
な
活
躍
を
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で

紹
介
し
て
き
た
岡
本
か
の
子

や
佐
藤
惣
之
助
以
来
の
川
崎

市
出
身
の
文
学
者
と
も
言
え

る
人
物
で
す
。

よ
み
う
り
ラ
ン
ド
が

　
　

モ
デ
ル
？

　
『
ロ
コ
コ
町
』
は
１
９
９

106

現
代
に
描
か
れ
る
川
崎
編

『
島
田
雅
彦
〜
ロ
コ
コ
町
』

　

０
年
に
集
英
社
か
ら
出
版
さ

れ
た
作
品
で
、
幻
想
世
界
を

舞
台
に
失
踪
し
た
友
人
を
探

す
予
備
校
教
師
の
「
ぼ
く
」

が
、
超
遊
園
地
都
市
「
ロ
コ

コ
町
」
に
迷
い
込
み
、
消
え

た
友
人
を
探
す
物
語
で
す
。

一
体
「
ロ
コ
コ
町
」
と
は
ど

ん
な
町
な
の
か
？
作
中
に
は

こ
ん
な
描
写
が
あ
り
ま
す
。

　

―
ロ
コ
コ
町
に
定
住
し
よ

う
と
考
え
る
の
は
奇
怪
な
人

の
部
類
に
属
す
る
。
先
祖

代
々
こ
の
地
に
住
む
農
民
は

わ
ず
か
に
い
る
が
、
そ
れ
以

外
は
全
く
移
民
で
あ
っ
た
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
だ
。
十
年

前
、
こ
こ
に
は
丘
陵
と
遊
園

地
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
有
象
無
象
の
人
間
は
大

挙
し
て
く
る
が
、
決
し
て
居

つ
か
な
い
。
こ
の
僕
に
し
て

も
、
住
所
は
不
定
だ
。
―

　

筆
者
の
感
覚
で
は
「
ロ
コ

コ
町
」
は
よ
み
う
り
ラ
ン
ド

を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。
も
と
も
と

里
山
だ
っ
た
多
摩
丘
陵
に
戦

後
資
本
主
義
が
急
速
に
膨

張
し
、
資
本
の
中
心
で
あ

る
東
京
の
周
囲
に
人
口
急

増
に
よ
り
、
人
間
の
本
質

が
見
え
な
く
な
る
風
景
を

描
こ
う
と
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。
１
９
９
０
年
と
い

え
ば
日
本
は
バ
ブ
ル
景
気
終

盤
で
、
資
本
主
義
の
刹
那
も

「
ロ
コ
コ
町
」
で
表
現
し
よ

う
と
試
み
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。純

文
学
と
Ｓ
Ｆ

　

島
田
の
作
品
は
い
わ
ゆ
る

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
文
学
に
分
類

さ
れ
、
一
般
的
に
近
代
文
学

の
特
徴
に
反
す
る
部
分
を
持

つ
文
学
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
近
代
文
学
へ
の

反
立
、
否
定
的
な
内
容
で
あ

る
以
外
に
、
明
確
な
定
義
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
『
ロ
コ
コ
町
』
は
一
読
す

る
と
い
っ
た
い
こ
の
世
界
観

と
人
物
像
は
ど
こ
に
あ
り
、

何
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
自
分
な
り
の
「
解

き
明
か
し
」
が
必
要
な
作
品

に
思
い
ま
す
。
筆
者
は
島
田

な
り
の
東
京
と
川
崎
、
そ
し

て
純
文
学
と
Ｓ
Ｆ
が
互
い
の

境
界
を
超
え
つ
つ
あ
る
時
代

を
描
こ
う
と
模
索
し
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。（
来
年
は
２
０
０
０

年
代
以
降
の
作
品
を
み
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
）

　

川
崎
協
同
病
院

 

事
務
次
長 

岡 

琢
也



読　者　の　広　場

シ
も

③　

○
○
を
仇
で
返
す
人
も
い

ま
す

④　

芥
川
龍
之
介
作

　
　
「
○
○
の
糸
」

⑤　
「
ア
ダ
ム
の
○
○
○
」
と

は
ノ
ド
ボ
ト

　
　

ケ
の
こ
と
で
す

⑥　

紙
を
貼
る
時
に
の
り
を
つ

け
る
た
め
に
残
し
て
あ
る

部
分

⑧　

季
語
の
な
い

　
　

風
刺
的
な
十

　
　

七
文
字
の
短
詩

⑩　

た
た
い
て
か
ら
渡
る
人
も

い
ま
す

⑫　

フ
ォ
ー
ク
は
洋
食
器
、
箸

は
？

⑯　

絵
画
な
ど
を
飾
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー

⑱　

枯
れ
て
地
に
落
ち
た
木
の

　
　

葉

⑲　

商
品
価
値
の
低
い
小
魚

㉑　

ア
リ
バ
バ
呪

　
　

文
、
開
け
○
○

①　

奈
良
公
園
の
ア
イ
ド
ル
？

③　

英
語
で
は
プ
レ
ゼ
ン
ト

⑦　

エ
ッ
フ
ェ
ル

　
　

塔
や
ル
ー
ブ

　
　

ル
美
術
館
と

　
　

並
ぶ
パ
リ
の
名
所

⑨　

囲
碁
を
打
つ
と
き
に
使
い

ま
す
。
白
と
黒
の

⑪　

○
○
○
名
古
屋
は
城
で
も

　
　

つ

⑬　
「
無
罪
」
を
色
で
例
え
る

と
？

⑭　

内
野
手
と
外
野
手
の
総
称

⑮　

欧
米
で
製
作
さ
れ
日
本
に

輸
入
さ
れ
た
映
画

⑰　

海
水
に
含
ま
れ
て
い
ま
す

⑲　

○
○
学
。
○
○

　
　

種
。
○
○
収
入

⑳　

○
○
○
読
み
の
○
○
○
知

ら
ず

㉒　

ふ
る
さ
と
の
こ
と
で
す

㉓　

門
歯
と
も

　
　

言
い
ま
す

①　
「
暗
夜
行
路
」
な
ど
の
小

説
を
書
い
た
作
家

②　

サ
ザ
エ
も
ホ
タ
テ
も
タ
ニ

」

（７） ２０２４年１１月１日 第６９９号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

第341回

て
い
た
の
で
す
が
。
せ
め
て

年
賀
は
が
き
だ
け
で
も
据
え

置
き
に
し
て
く
れ
な
い
か
な
。

元
気
が
出
ま
す

川
崎
区　

青
木
智
子

　

暑
い
け
れ
ど
午
前
中
は
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
。
コ

ロ
ナ
禍
で
３
年
位
休
ん
で
い

た
け
れ
ど
復
活
し
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
動
い
た
方
が
元
気

が
出
ま
す
。

心
温
ま
る
認
知
症
マ
フ

　

川
崎
区　

竹
内
栄
子
82

　

認
知
症
マ
フ
、
知
り
ま
せ

デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た

川
崎
区　

石
原
民
雄

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
デ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。
病
気
療
養
中
で

や
っ
と
新
聞
を
読
む
気
力
が

出
て
初
め
て
「
医
療
生
協
」

の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
に
参
加
で

き
て
嬉
し
い
で
す
。

も
っ
と
多
く
の
人
に

川
崎
区　

芳
賀
滋
71

　

読
者
の
広
場
、
組
合
員
の

広
場
な
ど
皆
さ
ん
の
意
見
を

読
ん
で
い
る
と
い
ろ
い
ろ
な

人
の
意
見
が
非
常
に
参
考
に

な
り
ま
す
。
医
療
生
協
の
活

動
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
知

ら
せ
た
い
で
す
ね
。

せ
め
て
年
賀
は
が
き
は

麻
生
区　

岡
野
由
美
子

　

郵
便
料
金
が
値
上
げ
さ
れ

ま
す
ね
。
毎
年
年
賀
状
を
書

く
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

年
々
「
来
年
か
ら
は
だ
し
ま

せ
ん
」
的
な
お
返
事
が
増
え

て
き
て
、
寂
し
い
な
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
値

上
げ
は
さ
ら
に
大
打
撃
で
す
。

　

直
接
会
わ
な
く
な
っ
て
も

年
に
一
度
の
ご
挨
拶
で
、
元

気
な
こ
と
を
知
り
、
安
心
し

ん
で
し
た
。
新
聞
を
読
ん
で

心
が
温
ま
り
ま
し
た
。
不
器

用
な
私
に
は
何

も
で
き
ま
せ
ん

が
マ
フ
マ
フ
班

の
皆
様
に
頭
が

下
が
り
ま
す
。

帯
状
疱
疹
つ
ら
い

　

川
崎
区  

岩
本
千
賀
子
65

　

夕
方
、
少
し
涼
し
く
な
っ

た
の
で
犬
の
散
歩
も
安
心
し

て
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
の
夏
は
毎
日
の
異

常
な
暑
さ
で
、
外
に
出
る
の

は
危
険
だ
と
つ
く
づ
く
思
い

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
余
白
に
書
か
れ
た
「
内
容
」
は
、
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

Ｂ

Ａ

C

Ｅ Ｄ

メールでの送付先 machizukuri@kawaikyo.or.jp

D ＥA B C

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの５文字を
　　　　 うまく並べてできる言葉は？

今
日
が
あ
り
明
日
あ
る
か
も
と
年
か
さ
ね　
　

川
崎
区　

遊
佐
ミ
チ
子
95

木
陰
あ
り
風
も
や
さ
し
い
場
所
も
あ
る　
　
　

川
崎
区　

高
橋
佳
子
83

10
号
が
牛
歩
で
列
島
大
暴
れ　
　
　
　
　
　
　

麻
生
区　

渡
辺
公
江

米
消
え
て
朝
パ
ン
夜
麺
わ
が
食
事　
　
　
　
　

中
原
区　

菊
地
結
貴
子

少
子
化
で
廃
校
に
な
る
我
母
校　
　
　
　
　
　

幸　

区　

平
間
和
夫
74

終
活
も
孫
の
相
手
で
先
送
り　
　
　
　
　
　
　

幸　

区　

佐
竹
孝
夫
82

川
柳
を
メ
モ
し
た
紙
は
ど
こ
行
っ
た
？　
　
　

麻
生
区　

脇
治
以
84

名
月
に
カ
メ
ラ
構
え
て
月
逃
げ
る　
　
　
　
　

麻
生
区　

菊
地
健
太

暑
す
ぎ
て
サ
ボ
テ
ン
さ
え
も
葉
を
枯
ら
し　
　

川
崎
区　

鎌
田
克
子
75

逆
走
で
す
自
転
車
の
右
側
通
行　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

小
林
郁
夫
71

　

お
米
の
値
段
が
上
が
っ
て
、
な
ん

だ
か
そ
の
ま
ま
で
す
。
今
度
は
何
が

上
が
る
や
ら
。

み
ん
な
で

み
ん
な
で 

川
柳
川
柳

編
集
部
よ
り

ひ
と
こ
と

みなさんからの
オリジナル川柳を
おまちしています

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
帯
状
疱

疹
に
な
り
、
色
ん
な
病
院
に

通
い
治
る
ま
で
45
日
か
か
り

ま
し
た
。
と
て
も
辛
か
っ
た

で
す
。
帯
状
疱
疹
の
予
防
注

射
の
値
段
を
聞
い
て
と
て
も

驚
き
ま
し
た
。
気
軽
に
は
、

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

新
聞
配
付
は
楽
に
？

麻
生
区　

古
山
敬
子
84

　

９
月
７
日
夕
方
、「
医
療

生
協
」
の
９
月
号
を
配
付
し

て
き
ま
し
た
。
来
月
号
は
涼

し
く
な
っ
て
楽
に
な
る
で
し

ょ
う
…
。

詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩

ゼ所

楠
元
陽
翔

（
川
崎
区
）

宮
崎
久
美
子
（
川
崎
区
）

小
川
智
子

（
幸　

区
）

石
渡
徳
子

（
幸　

区
）

北
原
則
子

（
中
原
区
）

松
本
の
り
子
（
高
津
区
）

本
多
千
代
子
（
宮
前
区
）

山
谷
敏
子

（
多
摩
区
）

藤
浪
公
夫

（
多
摩
区
）

伊
藤
康
子

（
多
摩
区
）

芳
賀
重
子

（
麻
生
区
）

井
上
直
美

（
麻
生
区
）

〈
敬
称
略
〉

　

９
月
号
の
答
は
「
キ
ヨ
ウ

チ
ク
ト
ウ
」
で
し
た
。
応
募

者
は
２
５
０
人
（
正
解
は
２

４
６
人
）。
内
訳
は
川
崎
区

１
３
６
人
・
幸
区
19
人
・
中

原
区
13
人
・
高
津
区
17
人
・

宮
前
区
７
人
・
多
摩
区
31
人
・

麻
生
区
20
人
・
市
外
３
人
で

す
。
編
集
委
員
会
で
抽
選
の

結
果
、
当
選
者
に
は
図
書
カ

ー
ド
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

越
田
絹
代

（
川
崎
区
）

　

大
西
裕
子

（
川
崎
区
）

　

井
上
み
え
こ
（
川
崎
区
）

　

稲
田
美
智
子
（
川
崎
区
）

　

陶
山
千
鶴
子
（
川
崎
区
）

　

稲
垣
宏

（
川
崎
区
）

　

山
中
寿
美
子
（
川
崎
区
）

　

石
川
昭
三

（
川
崎
区
）

339回

答え「キヨウチクトウ」
　

パ
ズ
ル
の
答
と
川
柳
は
、

ハ
ガ
キ
で
左
記
ま
で
お
送
り

下
さ
い
。
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
と
よ
ろ
し

け
れ
ば
年
齢
を
記
入
し
て
下

さ
い
。
メ
ー
ル
で
の
ご
応
募

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
送

付
先
の
ア
ド
レ
ス
は
解
答
枠

の
下
を
ご
覧
下
さ
い
。
医
療

生
協
新
聞
へ
の
感
想
や
近
況

を
余
白
に
記
入
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
な
お
、

川
柳
は
ひ
と
り
、
一
句
、
既

に
発
表
済
の
も
の
は
ご
遠
慮

下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で
20
人
に
図
書
カ
ー
ド

を
お
贈
り
し
ま
す
（
連
続
10

回
当
選
し
な
か
っ
た
方
に
も

贈
呈
し
ま
す
）。
締
切
り
は

11
月
25
日
、
発
表
は
12
月
号

紙
面
に
掲
載
し
ま
す
。

〈
送
り
先
〉

〒
２
１
０－

０
８
０
４　

川
崎
区
藤
崎
４－

21－

１　

川
崎
医
療
生
協
本
部
３
階

編
集
委
員
会

介護福
祉フェス かわさき
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昭和45年３月20日
第三種郵便物認可（ ） 毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

若
杉
民
。
劇
団
民
藝
所
属
。
母
は
同
劇
団
の

南
風
洋
子
（
故
人
）。
民
誕
生
の
際
の
担
当

医
は
野
末
悦
子
医
師
（
久
地
診
療
所
初
代
所

長
）。
画
家
を
志
し
た
経
歴
が
あ
り
、
野
末

は
「
絵
が
描
け
る
女
優
」

と
し
て
京
浜
協
同
劇
団

に
紹
介
し
た
。

今年も数百名の大編成が予想される

カルッツかわさき
アクセスマップ

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
数
百
人
が
参
加

演
奏
経
験
を
問
わ
な
い
音
楽
会

少
年
の
祭
典
ボ
レ
ロ
、
12
月
８
日
川
崎
区
で
開
催

　

幼
児
か
ら
シ
ニ

ア
ま
で
数
百
人
の

市
民
が
ひ
と
つ
の

音
楽
を
つ
く
り
あ

げ
る
企
画
、「
少

年
の
祭
典
ボ
レ

ロ
」（
ボ
レ
ロ
を

楽
し
む
会
主
催
）

の
音
楽
会
が
、
12

月
８
日
、
川
崎
区

の
カ
ル
ッ
ツ
か
わ

さ
き
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
当

日
は
、
魅
惑
的
な

リ
フ
レ
イ
ン
で
知

ら
れ
る
モ
ー
リ

ス
・
ラ
ヴ
ェ
ル
の

名
曲
「
ボ
レ
ロ
」
の
ほ
か
、
吹

奏
楽
に
よ
る
「
と
な
り
の
ト
ト

ロ
・
メ
ド
レ
ー
」、コ
ー
ラ
ス
、

フ
ラ
メ
ン
コ
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
祭
典
は
、
洗
足
学
園
音

楽
大
学
で
学
ん
だ
声
楽
家
、
演

奏
家
が
川
崎
市
宮
前
区
で
は
じ

め
た
音
楽
活
動
「
芸
術
村
あ
す

な
ろ
」
の
提
唱
で
は
じ
ま
り
ま

し
た
。「
地
域
の
人
々
と
一
緒

に
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
土
壌
を

つ
く
る
」
と
い
う
理
念
に
も
と

づ
き
、
年
齢
や
経
験
を
問
わ
ず

演
奏
に
参
加
で
き
る
形
式
を
と

っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
１
９
８

６
年
の
第
１
回
か
ら
数
え
て
72

回
目
で
、
公
募
に
よ
る
参
加
者

っ
て
は
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま

で
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た

原
曲
に
な
い
コ
ー
ラ
ス
パ
ー
ト

が
書
き
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
の
始
ま
り
は
大
地
の
鼓

動
を
思
わ
せ
る
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム

で
、
こ
れ
が
打
ち
続
け
ら
れ
る

な
か
、
徐
々
に
違
う
楽
器
が
加

わ
っ
て
い
き
、
や
が
て
大
合
奏

が
ホ
ー
ル
に
鳴
り
響
き
ま
す
。

安
部
さ
ん
は
「
音
楽
は
子
ど
も

た
ち
の
素
直
な
心
を
は
ぐ
く

み
、
周
囲
を
笑
顔
に
し
ま
す
。

ぜ
ひ
聴
き
に
き
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

入
場
無
料
。
午
後
３
時
半
開

場
、
４
時
開
演
、
終
演
６
時
15

分
（
予
定
）。
会
場
へ
の
ア
ク

セ
ス
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。
問

い
合
わ
せ
は
、
ボ
レ
ロ
を
楽
し

む
会
事
務
局
（
電
話
０
４
４－

８
５
４－

１
６
４
９
）
ま
で
。

　

京
浜
協
同
劇
団
創
立
65
周
年

記
念
公
演「
黒
と
白
の
ピ
エ
タ
」

が
、
11
月
29
日
か
ら
幸
区
の
ス

ペ
ー
ス
京
浜
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
劇
は
、
20
世
紀
前
半
、
戦

時
下
の
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
女

性
芸
術
家
、
ケ
ー
テ
・
コ
ル
ヴ

ィ
ッ
ツ
を
モ
デ
ル
に
、
戦
争
に

子
と
孫
を
送
り
出
し
て
失
っ

た
、
嘆
き
と
怒
り
を
描
い
た
も

の
で
、
ケ
ー
テ
の
版
画
作
品
の

テ
に
は
若
杉
民
が
招
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
は
、
傑

出
し
た
作
品
と
評
さ
れ
た
14
年

前
の
初
演
と
同
様
で
、
今
回
の

再
演
に
は
、
２
年
前
に
急
逝
し

た
和
田
へ
の
追
悼
の
意
味
も
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

公
演
は
11
月
29
日
、
30
日
、

12
月
１
日
、
６
日
、
７
日
、
８

日
の
６
日
間
、
計
10
回
。
会
場

や
チ
ケ
ッ
ト
購
入
な
ど
の
詳
細

は
劇
団
ま
で
問
い
合
わ
せ
を
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp

s://
w
w
w
.keihinkyodougeki

dan.com
/

、
電
話
０
４
４－

５
１
１－

４
９
５
１
。

　

川
崎
市
多
摩
区
の
明
治
大
学

平
和
教
育
登
戸
研
究
所
資
料
館

が
、
11
月
20
日
か
ら
第
15
回
企

画
展
「
風
船
爆
弾
作
戦
と
本
土

決
戦
準
備－

女
の
子
た
ち
の
戦

争－

」
を
開
催
し
ま
す
。
同
展

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に

陸
軍
登
戸
研
究
所
が
偏
西
風
の

実
態
を
解
明
し
、
開
発
・
製
造

に
全
力
を
あ
げ
た
無
人
兵
器

「
風
船
爆
弾
」を
と
り
あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
兵
器
を
量
産
す
る
た
め

当
時
の
女
学
生
が
動
員
さ
れ
、

９
３
０
０
発
も
の
風
船
爆
弾
が

ア
メ
リ
カ
本
土
に
向
け
発
射
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
同
時
期
に
は

本
土
決
戦
の
準
備
が
本
格
的
に

す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
計
画
の
意
図
や
こ
だ
わ
り
、

敗
戦
時
の
証
拠
隠
滅
の
指
示
な

ど
が
、
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
検

証
さ
れ
提
示
さ
れ
ま
す
。
同
展

は
５
月
31
日
（
土
）
ま
で
。
入

館
は
無
料
。

　

期
間
中
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
山
田
朗
館
長
が
参
加
者

隠
さ
れ
た
秘
密
戦
の
事
実
に
迫
る

企
画
展
「
風
船
爆
弾
作
戦
と
本
土
決
戦
準
備
」
開
催

明
治
大
学
平
和
教
育
登
戸
研
究
所
資
料
館

　

私
は
６
人
兄
妹
の
長
女
で

す
。
東
京
の
鶴
川
村
（
現
・
町

田
市
鶴
川
地
区
）
で
１
９
３
４

年
に
生
ま
れ
て
育
ち
ま
し
た
。

鶴
川
は
丘
陵
に
囲
ま
れ
た
水
が

豊
富
な
盆
地
で
、
夏
に
は
蛍
が

飛
ん
で
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど

が
田
ん
ぼ
で
、
田
植
え
の
時
期

は
緑
一
色
に
、
秋
に
は
黄
金
色

に
な
る
光
景
を
今
で
も
思
い
出

し
ま
す
。

　

戦
時
中
、
収
穫
し
た
米
の
ほ

と
ん
ど
を
国
に
供
出
し
、
私
た

ち
が
食
べ
る
ご
飯
は
家
族
用
に

育
て
た
芋
や
大
根
で
か
さ
ま
し

て
い
ま
し
た
。
村
の
若
者
や
一

家
を
支
え
る
父
親
が
次
々
と
出

征
し
て
い
き
ま
し
た
。
無
事
を

祈
っ
て
旗
を
振
っ
た
り
歌
っ
た

り
の
に
ぎ
や
か
な
見
送
り
は
最

初
の
頃
だ
け
で
、
だ
ん
だ
ん
と

寂
し
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

出
征
で
男
手
を
な
く
し
た
家
は

「
留
守
家
庭
」
と
呼
ば
れ
、
村

中
で
助
け
合
い
ま
し
た
。
小
学

校
４
年
か
ら
５
年
の
頃
、
平
日

の
午
前
中
は
学
校
で
国
語
や
算

数
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。
午
後

は
、
音
楽
や
体
操
の
時
間
で
し

た
が
勤
労
奉
仕
に
変
わ
り
、
遠

く
の
農
家
ま
で
訪
ね
、
草
む
し

り
や
芋
ほ
り
な
ど
を
手
伝
い
ま

し
た
。
音
楽
の
勉
強
が
で
き
な

く
な
っ
た
こ
と
は
、
今
で
も
悔

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
が
休
み
の
日
は
家
の
畑

を
手
伝
い
ま
し
た
。
当
時
は
み

ん
な
が
そ
ん
な
生
活
だ
っ
た
の

で
、
嫌
だ
と
も
疲
れ
た
と
も
思

わ
ず
、
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

戦
争
の
被
害
は
、
都
会
ほ
ど

ひ
ど
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
終
戦
の
こ
ろ
に
は
、
村
に

も
米
軍
機
が
飛
ん
で
き
ま
し

た
。
学
校
に
は
防
空
頭
巾
を
携

帯
し
、
飛
行
機
の
音
が
す
る
と

身
を
伏
せ
て
い
ま
し
た
。
空
襲

警
報
が
出
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
が
つ
く
っ
た
防
空
壕
に
隠
れ

ま
し
た
。
山
林
に
焼
夷
弾
が
数

発
お
と
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
木
が
２
〜
３
本
焼
け

伝えたい思い
宿河原支部 久保田 嬌子（90歳）

勤労奉仕の思い出

私の戦争体験118

る
ぐ
ら
い
で
す
み
ま
し
た
。
東

京
大
空
襲
の
時
は
、
空
が
赤
く

な
っ
て
い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。

　

私
の
村
に
は
、
品
川
の
鈴
ヶ

森
小
学
校
（
国
民
学
校
）
の
子

ど
も
た
ち
が
学
童
疎
開
し
て
い

ま
し
た
。
村
に
数
ヵ
所
あ
る
神

社
な
ど
に
３
ヵ
月
ほ
ど
宿
泊
し

て
い
た
か
と
思
い
ま
す
。
疎
開

し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
は
、
あ

ま
り
外
に
出
る
こ
と
も
な
く
、

神
社
で
過
ご
し
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
た
ま
に
、
寂
し
く
て
泣

い
て
い
る
子
ど
も
を
見
か
け
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

戦
後
の
話
に
な
り
ま
す
が
、

２
度
目
の
勤
労
奉
仕
を
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
新
制
中
学
校
を
建

設
す
る
た
め
の
整
地
の
手
伝
い

で
、「
も
っ
こ
」
と
い
う
道
具

を
二
人
で
持
ち
、
山
を
切
り
崩

し
た
土
を
ふ
も
と
ま
で
運
ぶ
作

業
で
し
た
。重
機
な
ど
は
な
く
、

人
海
戦
術
で
建
物
の
基
礎
を
築

い
た
み
ん
な
の
力
は
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

戦
争
は
人
も
物
も
な
く
し
ゼ

ロ
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ

を
元
に
戻
す
こ
と
は
大
変
な
こ

と
。
い
ま
起
き
て
い
る
戦
争
を

み
て
い
る
と
、「
な
ぜ
そ
ん
な

こ
と
を
す
る
の
か
」「
ど
う
や

っ
て
元
に
戻
し
て
い
く
の
」
と

悲
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

明治大学平和教育登戸研究所資料館
（川崎市多摩区東三田1-1-1 明治大
学生田キャンパス内）。
〈開館日時〉水曜～土曜・午前10～午後4時。
〈臨時休館〉12/26㈭～1/7㈫、1/18
㈯、2/5㈬、2/7㈮。
〈アクセス〉小田急線生田駅南口徒歩
15分。あるいは向ヶ丘遊園駅北口か
ら小田急バス「明大正門前」行き終
点下車徒歩5分。
〈HP〉https://www.meiji.ac.jp/noborito/
〈問い合わせ〉電話044－934-7993

※QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。

が
10
月
か
ら
４
回
の
練
習
を
経

て
当
日
を
迎
え
ま
す
。

　

音
楽
監
督
で
ボ
レ
ロ
の
指
揮

を
と
る
安
部
順
子
さ
ん
が
、「
ボ

レ
ロ
が
誰
で
も
ど
ん
な
楽
器
で

も
演
奏
で
き
る
よ
う
楽
譜
を
工

夫
し
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
に
加
え
て
、
小
さ

な
子
は
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
や
石
こ

ろ
で
リ
ズ
ム
を
打
ち
、
小
学
生

は
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
や
リ
コ
ー

ダ
ー
な
ど
を
奏
で
、
楽
器
に
よ

タ
イ
ト
ル
の
「
種
を
粉
に
し

て
は
な
ら
な
い
」
が
セ
リ
フ

と
し
て
観
客
に
迫
り
ま
す
。

　

脚
本
は
座
付
作
家
の
和
田

庸
子
、
演
出
は
東
京
芸
術
座

の
杉
本
孝
司
、
主
演
の
ケ
ー

と
展
示
を
め
ぐ
り
な
が
ら
見
ど

こ
ろ
を
解
説
す
る
企
画
や
、
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
す
。要
予
約
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

石ころで リズ ム練習

稲刈り後の田んぼ（筆者提供、1957 年）

鶴川村で掘り出された焼夷弾
（町田市立自由民権資料館所蔵）

戦
争
に
送
り
出
し
失
っ
た
命

京
浜
協
同
劇
団
65
周
年
公
演　
　
　

「
黒
と
白
の
ピ
エ
タ
」


